
対ソ連戦想定59年の米軍文書判明

潜
在
目
標
は
削
都
市
以
上

【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
米
聞
か
東
西
冷
戦
中
の
1
9
5
0年
代
に
ソ
連
と
の
核
戦
争
を
想
定
し
「
体

系
的
な
破
壊
」
を
目
指
し
て
モ
ス
ク
ワ
、
東
ベ
ル
リ
ン
(
当
時
)
な
ど
の
都
市
に
核
爆
弾
を
投
下
す
る

計
画
室
案
、
住
民
も
主
要
な
攻
撃
目
標
と
し
て
い
た
こ
と
が
川
省
、
機
密
解
除
さ
れ
た
米
空
軍
の
文

也
で
分
か
っ
た
。
潜
在
的
な
攻
磐
対
象
は
中
国
を
含
め
1
2
0
0都
市
を
超
え
て
い
た
。

文保の
轡障シ米
はみbンン
主交ク手
望 書草夕、Iや

ゑ祭主J
作八と

4￥夏と
3た安シ
年。全大

様なる後
関空軍の
辺文備 59

1し liiii
計旨左手襲示た華民令長認窓悪霊長雪道宅理主選
画。とる飽てこ自住二二るてる明し括このお群内定
ほ し内吃「と標民面 。との 6た踊 れ核り細容さ
研 て容違国にとを館同みはか文にほ標、なにれ

究
段
階
の
も
の
で
、
後
に
改
定

さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
空
軍

は
「
決
定
的
な
打
撃
」
を
与
え
る

た
め
、
広
島
に
投
下
さ
れ
た
原

爆
の
約

4
千
発
分
に
相
当
す
る

ω効
の
原
爆
開
発
も
提
き

τてい

た。
文
書
は
、
ソ
連
の
勢
力
闘
に
あ

る
大
輩
巾
な
ど
を
標
的
と
し
て
列

挙
。
最
優
先
と
さ
れ
て
い
た
の
は

モ
ス
ク
ワ
と
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド

(
現
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
)

で
、
そ
れ
ぞ
れ
重
要
施
設
な
ど

1
5
0
カ
所
前
後
が
核
攻
撃
対

象
に
指
定
さ
れ
て
い
た
。
攻
撃
目

標
と
し
て
「
住
貝
」
の
罰
識
も
あ

った。米
軍
の
最
大
の
狙
い
は
ソ
連
空

軍
の
攻
撃
能
力
の
弱
体
化
だ
っ
た

が
、
軍
事
担
設
の
多
く
は
人
口
密

集
地
付
近
に
位
置
し
て
お
り
、
施

設
を
狙
っ
た
攻
撃
で
も
多
数
の
市

民
が
犠
牲
に
な
る
こ
と
を
辞
さ
な

い
方
針
だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
各

都
市
の
攻
撃
に
は
、
必
要
函
を
上

回
る
爆
弾
の
使
用
か
想
定
さ
れ
て

お
り
、
高
濃
度
の
放
射
性
物
質
に

よ
る
広
範
囲
の
被
害
が
予
想
さ
れ

て
い
た
。

国
家
安
全
保
障
公
文
相
官
館
の
ウ

ィ
リ
ア
ム
・
パ
!
上
級
研
究
員
は

「
恐
ろ
し
い
内
祭
た
」
と
し
た
上

で
、
住
民
を
軍
事
目
標
と
し
た
背

景
に
は
敵
側
の
戦
闘
翠
芯
を
そ
ぐ

思
惑
も
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い

る。


